
文部科学省
最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用プロジェクト

次世代生命体統合シミュレーションソフトウェアの研究開発
－ライフサイエンス分野のグランドチャレンジ－
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目標

生命現象の統合的な理解（＝生命プログラムの再現）

医薬品・医療機器、診断・治療方法の開発 （＝創薬や新規医療技
術への実用化）



研究開発の概要と達成目標

基礎方程式に基づく解析的アプローチと、大量の実験データから未知の法則に迫る実験データから解析へのアプ
ローチにより、異なるスケールの研究と実験データを統合的かつ有機的に結びつけ、ペタスケールという桁違いの
性能を持つスーパーコンピュータの性能をフルに発揮し、生体で起こる種々の現象を理解し医療に貢献するため
のソフトウェアを開発する。

実験データから解析
へのアプローチ

解析的アプローチ

分子スケール

細胞スケール

全身臓器スケール

基礎原理（方程式） 大規模データ

ペタスケール・シミュレーション

ライフサイエンス
の新たな手段の
提供

○生命現象の統合的
な理解（＝生命プロ
グラムの再現）

○医薬品・医療機器、
診断・治療方法の
開発 （＝創薬や新
規医療技術への実
用化）

データ解析融合
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独立行政法人理化学研究所

（４）データ解析融合研究開発チーム
TL 宮野 悟

次世代生命体統合シミュレーション開発拠点

和光研究所（次世代計算科学研究開発プログラム）

本所
・次世代スーパーコンピュータ

開発実施本部

密接な連携

運営委員会

委員長 茅幸二

東京大学

慶応義塾大学

東京大学医科学研究所

横浜市立大学 等

・情報基盤センター

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 茅 幸二

共同研究

生命体統合シミュレーション研究委員会

理研・茅幸二、榊佳之、牧野内昭武、東大・松本洋一郎、宮野悟、名古屋大・岡本祐幸、東大病院・永井
良三、慶応・末松誠、藍野大・佐藤俊輔、横浜市大・木寺詔紀、分子研・岡崎進、製薬協・森和哉、スパ
コン技術産業応用協議会・安東敏彦

運営委員会

会長：川崎学園・岡山大・理研・梶谷文彦
副会長：阪大・中村春木、副会長：理研・姫野龍太郎

医療応用グループ

製薬応用グループ

主査：横浜市大・木寺詔紀、副
査：神戸大・高田彰二、メン
バー：理研・泰地真弘人、分子
研・岡崎進、東大・佐藤文俊、
京大・林重彦、ＮＥＣ・高田俊
和、産総研・北浦和夫

主査：慶応・末松誠
副査：京大・安達泰治、理研・
横田秀夫、
メンバー：阪大・倉智嘉久、京
大・野間昭典、神戸大・清野進、
慶応・安井正人、東海大・後藤
信哉、理研・上田泰己畠山眞里
子

Ｇ代表：東大病院・永井良三、メン
バー：慶応大病院、碑文谷病院、日立
メディカル、東芝メディカル、他、

主査：東大・松本洋一郎、副
査：東大・大島まり、
メンバー：東大・久田俊明、理
研・姫野龍太郎、慶応・谷下一
夫、京大・梅村晋一郎、東北
大・山口隆美、北陸先端大・松
澤照男、阪大・野村泰伸、千葉
大・劉浩、東北大・早瀬敏幸、
阪大・和田成生、東大・杉浦清
了

主査：東大・宮野悟、
副査：統数研・樋口知之、
メンバー：東工大・秋山泰、
東京女子医大・鎌谷直之、
理研・豊田哲郎

Ｇ代表：製薬協、メンバー：北里大・
広野修一、東海大・平山令明、三菱化
学・中村振一郎、キャセイ薬品工業、
大正製薬、他

（３）臓器全身スケール研究開発チーム
TL 松本洋一郎

TL 梶谷 文彦（兼務）
（２）細胞スケール研究開発チーム

TL 木寺詔紀
（１）分子スケール研究開発チーム

副ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 姫野龍太郎
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次世代生命体統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ GD
梶谷 文彦

企画調整ｸﾞﾙｰﾌﾟ GD 田口 康

分子スケールＷＧ 細胞スケールＷＧ 臓器全身スケールＷＧ データ解析融合ＷＧ


